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国立大学法人和歌山大学（以下「本学」という。）が管理する全て
の施設のうち、安全性、経済性及び重要性の観点から、計画的な点
検・診断、修繕・更新等の取組を実施する必要性が認められる下記に
示す全ての施設とする。ただし、借受施設を除く。

栄谷団地 和歌山県和歌山市栄谷930

吹上団地 和歌山県和歌山市吹上1丁目4-1

西小二里団地 和歌山県和歌山市西小二里2丁目5-18

西高松団地 和歌山県和歌山市西高松1丁目7-20

和歌浦港団地 和歌山県和歌山市和歌浦南1丁目1752

※別紙１参照

計画期間は令和5年度から令和9年度とする。

１．対象施設

２．計画期間

－１－
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栄谷団地 施設の経年別保有面積 （2023年,4月現

在）

未改修

一部改修済

改修済

以下のとおり，団地別に現状と課題を示す。

３－１栄谷団地

本団地は、大学の主要団地であり、教育・研究施設や図書館、体育施
設、支援施設及び学生宿舎等の宿泊施設が設置されている。施設は1985 
年に教育学部が、1987年に経済学部がそれぞれ和歌山市内より移転して
来た。全ての建物は新耐震基準を満たしているが、完成後30 年以上が
経過し、東３号館（教育学部本館棟）、西３号館（経済学部本館棟）、
東１号館（基礎教育棟）の全面改修を行い、機能改善を果たした。今後、
東５号館をはじめ、残りの建物を計画的に改修していく。ただ、団地内
に併設されている非常勤講師宿泊施設や学生宿舎は改修の目途が立って
おらず、老朽化による住環境の低下を招いている。

また、主要な基幹設備（ライフライン）について、完成後30年以上が
経過し、水道管内部の腐食により赤水の発生や、排水管の詰まりによる
溢水が頻繁に起こっていることから、順次改修を行っている。老朽化が
進行すると、電気設備や、給排水ガス設備等の故障や事故が多発し、教
育研究活動に支障が出るため、計画的に改修を進めていく。

また、栄谷団地の建物の経年については、全体の約55％が30年以上経
過しているが、そのうち41％が全面改修済みである。今後も全面改修を
行っていくが、福利施設、宿泊施設を改修するための財源確保を検討す
る必要がある。

３．対象施設の現状と課題
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西高松団地 施設の経年別保有面積 （2023,4月現在）

未改修

一部改修済

改修済

３－２西高松団地
本団地は、本学紀伊半島価値共創基幹及び放送大学和歌山学習セン

ターとして活用している松下会館と国際交流会館が設置された地区と職
員宿舎専用の地区の二つの部分がある。松下会館（1961年築、R2 1,686
㎡）は、築年数が62年を経過し、平成27年度に耐震改修、令和4年度に
機能改善を目的に一部改修工事を行った。国際交流会館（1994年築、R4 
680㎡）は、築年数が29年を経過し、外壁や給排水設備が劣化し改修の
目途がたっていないことや、コロナ禍で留学生が激減したため建物の利
用を停止し新たな利用を検討している。
また、本団地の建物は、松下会館のみが30年以上経過しており、平成

27年度に耐震改修、令和4年度に機能改善を目的に一部改修工事を行っ
た。松下会館は和歌山市出身でパナソニック創業者の松下幸之助氏から
寄付をいただき、渡辺節氏の設計によって完成した。その他の建物、国
際交流会館や職員宿舎は一度も大改修を行っていないため、老朽化が進
んでおり、計画的老朽改善が急務となっている。



３－３吹上団地

本団地は、附属小学校及び附属中学校が併設された団地であり、平成
元年3月に附属中学校が、翌年に附属小学校が整備された。これまでの
整備状況を踏まえ、今後、計画的に維持管理を行い施設の長寿命化を図
ると共に、改修計画を作成する必要がある。営繕工事にてトイレ改修や
避難施設としての改修を行ってきているが、大改修は一度も行っていな
いため老朽化がすすんでいる。
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吹上団地 施設の経年別保有面積 （2023,4月現在）

未改修

一部改修済

改修済
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西小二里団地 施設の経年別保有面積 （2023,4月現在）

未改修

一部改修済

改修済

３－４西小二里団地
本団地は、附属特別支援学校のみが設置された団地であり、1977 年

から順次整備されてきた。これまでの整備状況は機能改修を2008年（小
学部棟）、2009年（中高部棟、管理部棟）に行い機能改善が図られてい
る。これまでの整備状況を踏まえ、今後、改修済み建物は計画的に維持
管理を行い施設の長寿命化を図ると共に、未改修建物について改修計画
を作成する必要がある。



３－６ 大学全体のまとめ
大学全体としては、全体的に老朽化が進んでいるにもかかわらず、未

改修及び一部改修建物が過半を占めている。ただ、教育・研究に係る主
要な建物は全面改修を行っているため、引き続き実施していく。

今後、計画的に改修を進めていく必要があるため、コストの平準化を
検討していく。

－６－

３－５和歌浦港団地
本団地は、課外活動施設であるヨット艇庫である。建物は平成5年に

建設されたものであり、設置後30年が経過し老朽化が進んでいる。また、
海沿いにあるため潮風の影響を受け劣化も早いことから、計画的に維持
管理を行う必要がある。
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全団地 施設の経年別保有面積 （2023,4月現在）

未改修

一部改修済

改修済



老朽化状況 （雨漏れ、防水、外壁現状写真）

雨漏れ状況

防水劣化状況

外壁劣化状況

－７－



（１）電気設備
① 機器別現状と課題

※改修必要性の判断については対象期間と耐用年数を基に決定する。

設備機器 耐用年数（年）

電気設備

屋外電力線（高圧） ２０

屋外電力線（低圧） ３０

屋外通信線 ３０

高圧受電盤 ２５

交換機設備 １０

防災設備 ２０

電気設備機器の耐用年数

－８－

屋外電力線
（高圧）

屋外電力線
（低圧）

屋外通信線 高圧受電設備 交換機設備 防災設備

栄 谷

一部改修済 未改修 一部改修済 一部改修済
改修済
（R3）

改修済
(R3)

改修必要有り
（耐用年数超過）

改修必要有り
（耐用年数超過）

改修必要有り
（耐用年数超過）

改修必要有り
（耐用年数超過）

改修必要無し 改修必要無し

吹 上

改修済（R2） 一部改修済 未改修
改修済
（H22）

改修済
（H28）

改修済
（R3）

改修必要無し
改修必要有り

（耐用年数超過）
改修必要有り

（耐用年数超過）
改修必要無し 改修必要無し 改修必要無し

西小二里

改修済
（H22.3） 一部改修済 一部改修済

改修済
（H18）

改修済
（H28）

改修済
（H22）

改修必要無し
改修必要有り

（耐用年数超過）
改修必要有り

（耐用年数超過）
改修必要無し 改修必要無し 改修必要無し

西高松

未改修 未改修 未改修

改修必要有り
（耐用年数超過）

改修必要有り
（R5までに）

改修必要有り
（R5までに）



対象設備
点検手法

点検回数
点検の種類 点検内容

特高受変電
設備

法定点検

巡視点検 外観点検を実施 1回／月

定期点検
動作確認及び測定・試験
を実施

1回／年

精密点検
ｼｰｹﾝｽ試験、継電器試
験を実施

1回／3年

高圧受変電
設備

法定点検

巡視点検 外観点検を実施 1回／月

定期点検
動作確認及び測定・試験
を実施

1回／年

精密点検
ｼｰｹﾝｽ試験、継電器試
験を実施

1回／3年

非常用発電
設備

任意点検 定期点検 外観点検を実施 1回／年

太陽光発電 任意点検 定期点検 蓄電池点検を実施 1回／3年

地下タンク 法定点検 定期点検 漏洩点検を実施 1回／3年

防災設備 法定点検 定期点検
外観点検、総合点検を実
施

2回／年

交換機設備 任意点検 定期点検
目視点検及び機能試験
を実施

1回／月

② 点検の実施状況

－９－



（２）機械設備
① 機器別現状と課題

給排水設備 消火設備 空調設備 衛生設備 ガス設備

栄 谷

一部改修済 一部改修済 一部改修済 一部改修済 一部改修済

改修必要有り
（耐用年数超過）

改修必要有り
（耐用年数超過）

改修必要有り
（耐用年数超過）

改修必要有り
（耐用年数超過）

改修必要有り
（耐用年数超過）

吹 上

一部改修済 未改修 一部改修済 一部改修済 未改修

改修必要有り
（耐用年数超過）

改修必要有り
（耐用年数超過）

改修必要有り
（耐用年数超過）

改修必要有り
（耐用年数超過）

改修必要有り
（耐用年数超過）

西小二里

一部改修済 一部改修済 一部改修済 一部改修済 一部改修済

改修必要有り
（耐用年数超過）

改修必要有り
（耐用年数超過）

改修必要有り
（耐用年数超過）

改修必要有り
（耐用年数超過）

改修必要有り
（耐用年数超過）

西高松

未改修 未改修 一部改修済 一部改修済 未改修

改修必要有り
（耐用年数超過）

改修必要有り
（耐用年数超過）

改修必要有り
（耐用年数超過）

改修必要有り
（耐用年数超過）

改修必要有り
（耐用年数超過）

※改修必要性の判断については対象期間と耐用年数を基に決定する。

設備機器 耐用年数（年）

機械設備

給排水設備 １５

消火設備 ８

空調設備 １５

衛生設備 １５

ガス設備 １５

機械設備機器の耐用年数

－１０－



対象設備
点検手法

点検回数
点検の種類 点検内容

ＧＨＰ 任意点検 定期点検
外観点検を実施、ﾌｨﾙﾀｰ
点検を実施、動作確認

都市ガス事業
者指定周期

フロンガス 法定点検

巡視点検 外観点検を実施 1回／3ヶ月

定期点検 冷媒漏洩点検を実施 1回／3年

排水処理施設 任意点検 定期点検

実験排水処理保全 2回／月

水質分析（ＣＯＤ） 1回／2ヶ月

浄化槽 任意点検 定期点検

汚水処理施設保全 1回／週

水質分析（ＣＯＤ） 2回／月

水質分析（ＢＯＤ） 1回／月

昇降機設備

任意点検 定期点検 各部詳細点検を実施 1回／月

法定点検 定期検査
耐震対策状況、保護装
置等の検査を実施

1回／年

消火設備 法定点検 定期点検
外観点検、総合点検を実
施

2回／年

② 点検の実施状況

インフラの維持管理等に係るトータルコストの縮減を図り、必要な予算の確
保を進めていくためには、中長期的な将来の見通しを把握し、これを一つの目
安として戦略を立案し、必要な取組を進めていく。
このため、今後、各担当者により策定される個別施設計画に記載される対策

費用等の必要な情報を把握して、中長期的な維持管理等に係るトータルコスト
の見通しを精査する。
本学の施設を長期的に維持していくためには、今後、どの程度の経費が必要

かを検討するために、中長期のメンテナンス経費を算出した。

※別紙２参照

４．中長期的なコストの見通し

－１１－



５－１点検・診断の着実な実施

12条点検及びその結果に基づく適切な対策の実施の重要性に鑑み、12条点
検を着実に実施する。また、12条点検が義務付けられていない管理施設につ
いても、巡回点検により損傷、腐食、劣化状況等について適時に点検を行う。

５－２個別施設計画
管理施設の計画的な修繕・改修等を図るため、令和２年３月に「個別施設計

画」を策定した。

５－３対策の確実な実施
本学は、上記の５－２の個別施設計画に基づき、計画的かつ着実に修繕・改

修等の対策に取り組む。

５－４予算管理
老朽化した管理施設を良好な状態に保つため、施設の長寿命化に係るメンテ

ナンスサイクルを構築し、トータルコストの縮減や予算の平準化を図る。また、
行動計画・個別施設計画等に基づいた管理施設の長寿命化のための取組を着実
に進めることができるよう、必要な予算の安定的な確保に努める。
大学としても限られた資金を最大限活用するため、施設整備費補助金による

大規模改修を実施し老朽化の改善や機能回復を行うと共に、多様な財源による
整備の検討を行い、修繕計画をより実効性のあるものに見直し機能維持や長寿
命化を図る。
別紙２には修繕費用は含まれていないため、維持管理を事後対応型から事前

対応型への移行期間は修繕費用が必要となる。
（事後対応型：約6,000万円／年）

５－５実施体制
点検や修繕等インフラ管理を担う人員・人材の確保を図ると共に、職員を対

象とする研修・講習等を実施する。

５．必要施策に係る取組の方向性

本行動計画の取り組みを着実なものとし、継続・発展させるため、「５．
必要施策に係る取組の方向性」に示した取組内容について引き続き充実・深化
させる。

６．フォローアップ計画

－１２－
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自己財源の年変動があり負担が大！

平準化により自己財源の負担軽減！

別紙２－１

－１６－
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別紙２－２
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